
       

 

 

 

 

   「 百八の 鐘鳴り止みぬ そとは雪 」 三橋 鷹女 

 令和５年も残りわずかとなりました。子供たちは、２学期の様々な行事や学習に意欲的

に取り組み、心も体も大きく成長しました。 

 いよいよ、明日から楽しみにしていた「冬休み」が始まります。年末年始を含む冬休み

は、一年の締めくくりと新しい年のスタートという節目のある休みです。正月にちなんだ

古くからの伝統行事が行われる時期です。この休みの間に子供の興味・関心に応じて、正

月にまつわるいろいろな話題の提供と体験をさせられるとよいのではないでしょうか。 

 今年も保護者の皆様、地域の皆様には、本校の教育活動にご理

解とご支援をいただきましたことに感謝申し上げます。令和６年

も林小学校の教育がさらに充実できるよう職員一同努めて参り

ます。 

 保護者の皆様、地域の皆様にとって、良い年を迎えられ、ます

ますのご発展、ご活躍を心よりお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１２月２２日 

第 １０ 号 

 所沢市立林小学校 

校 長 内山直樹 林小マスコット  

アースちゃん 

林小学校だより 

 

 

「進んで学ぶ子ども」「思いやりのある子ども」「たくましい子ども」 

《 １２月７日（木） 全校朝会 校長先生の話  体育館  》 
 みなさん、おはようございます。 今日は皆さんに２冊の絵本を紹介します。 

 １冊目の本「うんこ」です。たぶんこの絵本を全校朝会で、体育館のスクリーン 

に大写しをして読み聞かせをするなんて、日本で最初のことだと思いま 

す。皆さん大笑いすると思いますよ。なんでこの本を読むかというと、 

最後にとっても大事なことが書かれているからなんです。校長先生はみ 

んなに知ってもらいたくて紹介するんです。その本はこれです！・・・  

『 そとの けしきが みえてきた。みちの すみっこで、わんこが うんこ。 

  ・・・・（中略）・・・・こうして うんこは おひゃくしょうさん 

 の はたけにまかれ、こやしに なって、おいしい やさいを うんと 

  いっぱい そだてましたとさ。よかったね、うん うん！ 』 

 どうでしたか、面白かったでしょ。・・・この辺り、１１月の半ばから 

とても匂っていたの覚えているかな。あれはね鳥の糞（鶏糞）を畑(茶畑） 

に撒いていたからなんだよ。君たちは大事なことをしているいい所に住ん 

でいるんだよ。・・・・ 

               次に読む本はこれです。 「おこだでませんように」です。 

              『 ぼくは いつも おこられる。 いえでも がっこうでも 

               おこられる。 かあちゃんは しごとで ときどき かえりが 

              おそい。そんなとき ぼくは いもうとと あそんでやる。 

                ・・・・（中略）・・・・  

              たなばたさま ありがとう。ほんまに ありがとう。きょう、 

              ぼくは ものすごく しあわせです。おれいに ぼく もっと  

              ええこに なります。 』 

               ねぇ！ いい本だったでしょ！ そうなんです。本を読むと 

              いろんなことを考えたり、思ったりするでしょ。本を読むこと 

              は、いいことなんです。本との出合いを増やしてくださいね。 

サトシン・作  

西村敏雄・絵  文溪堂 

くすのき しげのり・作  

石井聖岳・絵   小学館 



       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～学校いじめ防止基本方針について～ 

 本校のいじめ防止の方針につきまして、学校ホームページの「いじめ防止基本方針」に明記してあります。

ここでは４つのポイントを説明します。 

１ いじめの定義について 

  「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的または物

理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって当該行為の対象となっ

た児童等が心身の苦痛を感じているものをいいます。 

２ いじめの四層構造について 

  いじめが行われている中では、加害者・被害者に加え、はやし立てたり面白がったりする観衆、周辺で暗

黙の了解を与えてしまっている傍観者という４つの立場が存在します。そのような中で皆様のお子様も、加

害・被害だけでなく観衆や傍観者としていじめに関わってしまう可能性があります。 

３ 情報モラル教育について 

  ＳＮＳやオンラインゲームでの友達間のトラブルなどインターネット上でのいじめのケースが増えてい

ます。そのような中、情報モラル教育の重要性は一層増しています。これらの利用に関しては、学校の指導

に加え、家庭でも話題にし、一緒にルールを作っていく、継続して見守っていくことが大切です。 

４ 保護者の役割について 

  いじめに関して、保護者の役割は大きく３つあると言われています。１つ目は、子供にいじめをしてはい

けないことを教えていくこと。２つ目は、子供がいじめを受けた場合、適切にいじめから保護すること。３

つ目は、いじめ防止のため、学校と協力して取り組んでいくことです。 

 

今後、何か気になることやご心配なことがありましたら、遠慮なく学校にご相談ください。 

みなさん、１年間、大変お世話になりました。 

よいお年をお迎えください🐉🐉🐉🐉🐉🐉 今年の干支 

うさぎさん 

～ 科学教育振興展覧会出品 ～ 

 

～ 読書感想文審査会出品 ～ 

 

～ 発明創意工夫展 ～ 

 

～ 下水道の日ポスターコンクール ～ 

 

～ ２校親善体育大会（６年生） ～ 

 


